
（3）　平成３０年１月１日発行 群馬県議会だより

問
質
般
一
び
及
疑
質

　質
疑
及
び
一
般
質
問
は
、
１
年
間
３
回
の
定
例
会
で
、

基
本
的
に
全
議
員
が
１
度
ず
つ
行
う
予
定
で
す
。
質
疑

及
び
一
般
質
問
を
し
て
い
な
い
議
員
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
行
う
予
定
で
す
。

○
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

◎
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
県

の
考
え
方
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　狩
野
　浩
志

高
度
先
進
的
な
周
産
期
・
小
児
医
療
の
提
供

に
は
総
合
病
院
と
一
体
的
な
運
用
を
目
指
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
県
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
を
総

合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定
し
て

お
り
、
新
生
児
集
中
治
療
室
の
増
強
等
に
よ
り
救

急
搬
送
の
受
入
れ
向
上
等
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
当
直
可
能
な
医
師
の
減
少
や
高

齢
出
産
の
増
加
に
よ
る
産
科
領
域
以
外
の
対
応
な

ど
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
多
様
な
診
療
科
の

医
師
の
対
応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
今
後
の
周
産
期
医
療
体
制
の
あ
り
方
検
討
会
」

で
議
論
し
、
早
期
の
意
見
集
約
を
目
指
し
ま
す
。

◎
（
仮
）
太
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

設
に
伴
う
騒
音
対
策
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
　黒
沢
　孝
行

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始

に
伴
い
、
交
通
量
の
増
加
や
合
流
に
伴
う
騒

音
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
遮

音
壁
設
置
を
含
め
、
供
用
開
始
後
の
騒
音
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、

利
便
性
が
向
上
し
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
騒
音
に
は
十
分
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
元
市
町
村
が
行
う

騒
音
測
定
等
へ
の
助
言
を
行
う
な
ど
、
的
確
に
現

状
を
把
握
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
そ
し
て
、

測
定
結
果
を
示
し
な
が
ら
、
東
日
本
高
速
道
路
㈱

に
遮
音
壁
設
置
を
含
め
た
騒
音
対
策
を
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

◎
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　橋
爪
　洋
介

高
崎
市
は
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
や
集
中
豪
雨

等
の
被
害
に
よ
り
、
河
川
氾
濫
へ
の
防
災
意

識
が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
市
内
が
合
流
地

点
と
な
る
碓
氷
川
、
烏
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、

現
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

碓
氷
川
で
は
、
乗
附
地
区
で
堤
防
設
置
を
、

鼻
高
地
区
で
堤
防
嵩
上
げ
を
行
う
べ
く
、
設

計
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
烏
川
で
は
、
下
豊
岡
地

区
で
堤
防
設
置
の
一
部
工
事
に
着
手
し
た
ほ
か
、

国
に
よ
る
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ハ
ー

ド
対
策
に
加
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
支
援
や

「
水
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
構
築
な
ど
に
つ
い
て
高

崎
市
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
東
毛
広
幹
道
に
お
け
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
の
可
能

性
に
つ
い
て

公
明
党
　福
重
　隆
浩

自
動
車
に
頼
ら
ず
都
市
と
都
市
を
つ
な
ぎ
、

群
馬
に
人
を
呼
び
込
む
装
置
と
し
て
、
東
毛

広
幹
道
へ
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
検
討
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
が
、
知
事
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

速
達
性
に
す
ぐ
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
が
導
入
で
き
れ

ば
、
都
市
間
を
広
域
的
に
つ
な
ぐ
新
た
な
公

共
交
通
軸
が
形
成
さ
れ
、
県
民
に
新
た
な
移
動
手

段
が
生
ま
れ
る
ほ
か
、
沿
線
の
企
業
誘
致
に
有
利

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
速
達
性
確
保
の
手
法
や
、
ス

ム
ー
ズ
な
乗
り
換
え
ポ
イ
ン
ト
整
備
な
ど
の
課
題

が
あ
る
も
の
の
、
未
来
創
生
へ
の
取
組
と
な
り
う

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

注
２

　Ｂ
Ｒ
Ｔ
（Bus Rapid Transit

）
と
は
、
バ
ス
を

基
盤
と
し
た
大
量
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

◎
西
毛
広
域
幹
線
道
路
の
進
捗
状
況
と
全
線
開
通

の
見
通
し
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　岸
　善
一
郎

西
毛
広
域
幹
線
道
路
の
進
捗
状
況
と
、
用
地

買
収
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
何
年
後
の

全
線
開
通
を
予
定
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

各
工
区
の
進
捗
状
況
は
、
高
崎
工
区
は
道
路

や
橋
梁
の
設
計
、
高
崎
西
工
区
は
橋
梁
下
部

工
事
や
道
路
築
造
工
事
、
高
崎
安
中
工
区
は
現
地

測
量
と
道
路
詳
細
設
計
、
安
中
工
区
は
道
路
築
造

工
事
や
地
盤
改
良
工
事
、
安
中
富
岡
工
区
は
用
地

調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
進
め
て
お
り
、
工
区
に
よ
り
進

捗
は
異
な
り
ま
す
が
、
西
毛
広
域
幹
線
道
路
と
し

て
の
全
線
開
通
は
、
地
域
の
方
の
ご
協
力
が
い
た

だ
け
れ
ば
、
10
年
後
の
平
成
39
年
度
を
目
標
と
し

て
事
業
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
に
つ
い
て

そ
う
ぞ
う
ぐ
ん
ま
　金
子
　渡

地
域
の
介
護
人
材
を
育
成
・
確
保
し
、
県
内

定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
介
護
福
祉
士
修
学

資
金
の
貸
与
額
を
増
額
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
が
、
県
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

介
護
人
材
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
介

護
分
野
へ
の
参
入
を
促
進
す
る
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
貸

与
月
額
の
増

額
も
含
め
、

多
く
の
若
者

が
介
護
福
祉

士
資
格
の
取

得
を
目
指
せ

る
よ
う
、
今

後
も
様
々
な

取
組
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

◎
日
本
遺
産
「
か
か
あ
天
下

－

ぐ
ん
ま
の
絹
物

語

－

」
県
内
13
構
成
文
化
財
の
連
携
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　荒
木
　恵
司

県
内
の
構
成
文
化
財
に
つ
い
て
、
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
強
調
し
た
周
遊
コ
ー
ス
の
設
定
や
世
界

遺
産
と
の
連
携
も
重
要
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

連
携
推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

周
遊
を
促
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、
日
本
遺
産
を

は
じ
め
県
内
の
絹
遺
産
を
紹
介
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ア
プ
リ
を
作
成
し
公
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
て
の
構
成
文
化
財
を
巡
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
展
示

設
計
を
進
め
て
い
る
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

で
も
、
世
界
遺
産
、
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
と
関
連
さ
せ
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
情
報
発
信
を
考
え
て
い
ま

す
。

◎
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
お
け
る
統
一

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　星
野
　寛

県
産
農
畜
産
物
の
認
知
度
向
上
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
県
が
作
成
し
た
統
一
ロ
ゴ
マ
ー

ク
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
普
及
を
進
め
る

の
か
伺
い
ま
す
。

統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
「G

U
N
M
A Q
U
ALITY

」

は
、
Ｊ
Ａ
の
出
荷
箱
や
民
間
企
業
の
加
工
品

を
含
め
た
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
44
品
目
に
活
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
普
及
に
は
、
生
産
者
等
に

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ね
ら
い
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
お
伝
え

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
出
荷
箱
等
の
資
材
更

新
時
に
働
き
か
け
る
ほ
か
、
消
費
者
へ
は
、
ポ
ス

タ
ー
や

Ｃ
Ｍ
等

で
認
知

度
向
上

を
図
っ

て
い
き

ま
す
。

◎
障
害
者
差
別
解
消
条
例
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　星
名
　建
市

障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
議
論
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
知
事

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、
共
生
社

会
の
実
現
へ
の
動
き
が
着
実
に
前
進
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
県
で
も
、
条
例
の
制
定
を
含
め
、
差

別
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
議
会
で
の

議
論
を
始
め
、
当
事
者
の
方
々
か
ら
御
意
見
を
伺

い
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ

を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
県
と
し
て
条

例
を
制
定
し
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

◎
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
（
任
意
事
業
）
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
　加
賀
谷
　富
士
子

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
（
任
意
事
業
）

に
つ
い
て
、
県
内
自
治
体
の
実
施
率
が
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
と
県
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

任
意
事
業
の
就
労
準
備
支
援
事
業
と
家
計
相

談
支
援
事
業
は
、
必
須
事
業
の
中
で
実
質
的

に
同
様
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
本

県
に
お
け
る
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
県
で
は
、

就
労
訓
練
や
家
計
管
理
等
を
含
め
た
必
須
事
業
の

実
効
性
確
保
の
た
め
、
相
談
支
援
員
の
資
質
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
時
生
活
支
援
事
業

を
今
年
度
か
ら
開
始
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

市
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
国
道
１
２
２
号
「
館
林
明
和
バ
イ
パ
ス
」
、
「
館

林
バ
イ
パ
ス
」
の
現
状
と
予
定
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　多
田
　善
洋

明
和
町
川
俣
か
ら
館
林
市
苗
木
町
ま
で
の
「
館

林
明
和
バ
イ
パ
ス
」
と
、
さ
ら
に
北
に
向
か

う
北
成
島
町
ま
で
の
「
館
林
バ
イ
パ
ス
」
の
現
状

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

「
館
林
明
和
バ
イ
パ
ス
」
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
事
業
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３
月

末
に
は
４
車
線
で
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
館
林
バ
イ
パ
ス
」
は
、
平
成
27
年

度
に
事
業
着
手
し
、
現
地
測
量
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
道
路
や
橋
梁
等
の
詳
細
設
計
を
実
施
中
で

す
。
引
き
続
き
、
早
期
の
完
成
に
向
け
て
、
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
入
所
等
指
針
の
評
価
基
準
見
直
し
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
　南
波
　和
憲

ど
の
よ
う
な
人
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
し
て
も
ら
う
の
が
望
ま
し
い
の
か
、

入
所
基
準
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
県

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
む
な

ど
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ

る
一
方
で
、
若
い
世
代
の
介
護
離
職
な
ど
が
増
加

し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
者
の
家
族
構
成
な
ど
も
多

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
方
が
、

特
養
入
所
を
希
望
し
た
際
、
そ
の
実
態
が
し
っ
か

り
と
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
入
所
等
指
針
に
お
け
る

評
価
基
準
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
30
日
、
12
月
１
日
、
５
日
に
開
催

さ
れ
た
質
疑
及
び
一
般
質
問
で
は
、
次
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。 
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成
平

29
年
11
月
30

㈭
日

成
平

29
年
12

㈮
日
１
月

県産農畜産物
統一ロゴマーク

成
平

29
年
12

㈫
日
５
月

注
２

質
疑
及
び
一
般
質
問
の
映
像
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


